
 

令和５年度 学校評価報告書（実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月７日実施） 

総合評価（３月７日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

① 教育活動の
質的向上を図
る。 

 
② 基礎的で基
本的な知識や
技能を身に付
け、論理的に
思考し、的確
に表現する力
を習得させ
る。 

① 生徒が主 
体的・協働
的に取り組
むことがで
きるよう学
習環境を充
実させ、さ
らなる授業
改善を図
る。 

 
② 知識・技 
能を身に付け
られるよう学
習活動の充実
を図る。 

① 体験的活動 
やグループ学習
を行い、他者と
協働して取り組
む活動を行う。 

 
② 各教科にお 
いて ICT 機器等
を積極的に活用
し、組織的な授
業改善を図る。 

① 生徒が他者 
と協働して主
体的に取り組
むことができ
たか。 

 
② 各教科にお 
いて ICT 機器
等を活用し、
授業内容を工
夫したか。授
業改善に関す
る研修会を行
ったか。 

① 授業の中で
生徒が考える
時間を多く計
画し、他者へ
の共有を行う
ことで、主体
的な活動を実
践できた。 

 
② ICT 機器を日
常的に活用で
きるような授
業づくりを組
織的に実行し
た。 

① 組織的な授業
改善に向け、授
業改善研修会の
内容を工夫して
いく。 

 
② 生徒が意欲的

に学習に取り組
むために 
更なる ICT 機器
の効果的な活用
方法の研究が課
題である。 

① 組織的な授業改
善研修を行い、生
徒に身に付けさせ
たい力を共有し、
授業内容を工夫し
た。 

 
② 学習意欲を高め
るために ICT 機器
等を効果的に利用
することができ
た。 

 

① 組織的な授業改善に向けて、『主体的で対話的
な深い学びの実現』をテーマに授業改善研修を２
回実施した。また授業見学月間を設定し、全教員
が授業見学を行った。各教科が、生徒が意欲的に
取り組めるような授業作りを工夫した。教科横断
的な研修会を実施し、更なる授業改善を進めてい
きたい。 

 
② ICT 機器等を活用することにより、生徒の学習

意欲の向上に役立つため、今後も組織的、計画的
に活用を進めていきたい。更なる効果的な活用方
法を共有していきたい。 

① 生徒に身に付けさせたい
力を共有し、そのための方
策を、授業改善研修会の中
で更に研究していく。 

 
② 生徒の一人一台端末を活

用する機会を設ける。ICT
機器の活用による学習の利
便性向上や、各教科での活
用方法を研究する機会や研
修会を実施する。 

２ 
生徒指導・
支援 

①  規範意識や
基本的生活習
慣の定着を図
る。 

 
 
 
②  教育相談体
制を充実さ
せ、コミュニ
ケーションを
とりながら、
課題解決に向
けて取り組め
る人材の育成
を図る。 

①「一人が一
校を代表す
る」を理解さ
せ、社会の一
員である自覚
を持たせる。 

 
②教育相談を
活用し、生徒
情報の共有を
積極的に行
う。また、部
活動をとおし
周囲とのつな
がりを深め、
課題解決に取
り組める人材
育成を図る。 

①毎月の身だしな
み指導を軸に、
日常的に規範意
識の醸成・定着
を図る。 
 

 
②生徒情報を共有
し、長欠傾向の
生徒への相談等
を早期に多角的
に行う。また、
部活動内のコミ
ュニケーション
を円滑にするた
めに、活動内容
を工夫する。 

①特別指導の件
数が昨年より
減少傾向にあ
るか。 

 
 
 
②長欠者数が昨
年と比べて同
等以下に抑え
られたか。ま
た、部活動で
の課題を生徒
たち自身で解
決することが
できたか。 

①身だしなみ指
導のみなら
ず、日常的に
規範意識を持
たせる指導を
行った。 

 
②生徒情報の共
有を密にし、
支援を積極的
に行った。部
活動で生徒が
主体的に課題
解決や目標達
成に向けて努
力できるよう
に活動した。 

①特別指導の増加
傾向を止めるこ
とができなかっ
た。丁寧で粘り
強い指導を繰り
返し行う必要が
ある。 

 
②長欠傾向の生徒
が昨年と同程度
あり、課題を抱
える生徒への支
援を、引き続き
丁寧に行う必要
がある。 

 

①引き続き、生徒一
人ひとりに向き合
うと共に、保護者
の心情にも配慮す
る指導を行ってほ
しい。 

 
 
②スクールカウンセ
ラーやスクールソ
ーシャルワーカー
の活用により、多
様な対応を模索
し、個々の生徒の
成長をサポートし
てほしい。 

①月に一度の身だしなみ指導に加え、校門指導
や日常の指導をきめ細かく行い規範意識の醸
成に努めた。また必要に応じて学校周辺の巡
回なども行い、問題行動の早期発見・早期指
導につなげることができた。しかし、特別指
導の件数が昨年度を上回っており、引き続き
粘り強い指導が必要な状況が続いている点は
課題である。また、進路指導を前提とする身
だしなみ指導についても生徒の状況に合わせ
て、丁寧に実施していく必要がある。 

②支援が必要な生徒に対し、スクールカウンセ
ラーやスクールソーシャルワーカーの活用や
外部の専門機関との連携、ケース会議の開催
など生徒の状況に合わせ細やかな対応を行う
ことができた。部活動については、各部がそ
れぞれの特色を活かし、生徒主体の活動を活
発に行うことができた。 

 

① 問題行動の未然防止・
早期発見の観点から校門
指導や巡回、身だしなみ
指導の実施方法を見直す
ほか、生徒指導内規の見
直しなどを通じて生徒の
実情に合わせて指導でき
る体制を作る。 

② 生徒情報の共有に努め
内外の最適なリソースの
活用などを含め、更なる
教育相談体制の充実を図
っていく。部活動では各
部の特色に合わせて、引
き続き課題解決や目標達
成に向けて努力する活動
に継続して取り組む。 

３ 
進路指導・
支援 

① 生徒一人ひ
とりの進路希
望に応じたき
め細やかなキ
ャリア教育の
実践を図る。 

 
 
② 地域連携を
通して、地域
に求められる
人材育成を図
る。 

① 多様な進
路に応じたガ
イダンスの在
り方や、生徒
指導の在り方
を決めてい
く。 

 
② 地域の特
性をふまえ、
人的・物的資
源を活用した
人材育成を図
る。 

 

① ガイダンスや
模試等を活用
し、生徒自身が
熟慮し進路決定
がなされるプロ
セスを重視す
る。 

 
② 県西地域に焦
点を当て、企業
や関係機関との
連携を強化す
る。 

① 模試やガイ
ダンスを計画
的に実施する
ことができた
か。生徒に進
路関係情報を
積極的に提示
できたか。 

② 地元企業と
の関係性を深
め、生徒に的
確な進路情報
を提供するこ
とができた
か。特に就職
希望者は内定
率が 100%であ
ったか。 

①模試やガイダ
ンス等は年度
当初の予定通
り、計画的に
実施すること
ができた。進
路関係情報は
校内の掲示板
や、Google 
Classroom 等
を活用し積極
的に実施し
た。 

②積極的に情報
提供に努め、
本年も就職内
定率は 100%で
あった。 

①大学・短大進学
希望者の大半は
推薦や総合型選
抜で進路を決め
ており、模試の
在り方を検討す
る必要がある。 

②就職希望者の就
業意識の低下
や、内定後の学
校生活に対する
意欲低下が課題
となっている。 

 

①分野別や就職、進
学、推薦ガイダン
ス等きめ細かく、
生徒のニーズに応
じたガイダンスを
実施することがで
きた。また、
Google Classroom
等を活用し、生徒
の状況に応じた情
報発信を行うこと
ができた。 

②就職希望者に対す
る情報提供を積極
的に行い、就職後
のミスマッチの未
然防止に努めた。 

①３学年に関しては、進路別フィールドに分け
ニーズに応じたきめ細かい指導体制を確立する
ことができた。また、他学年に関しても進路業
者等を活用した講演会やガイダンスの実施に努
めた。一方で大学進学者は総合型選抜など学力
テストではない選抜方式での入学が増えており
対策が必要である。 

 
②ハローワークや商工会と連携し、採用情報の
提供や、就職に向けたガイダンス等を意欲的に
実施をすることができている。一方で、就職希
望生徒の就職に対する自覚や意識が低下してい
る現状が見られ、早い段階での就業意識の醸成
が必要である。 

①総合型選抜や、AO 入試に
対応できるよう、模擬試
験の体系を見直し、小論
文指導や面接指導など生
徒のニーズに応じた指導
体制を再構築する。 

 
②早い段階での就業意識醸

成を図るため、３年次か
ら実施していた就職ガイ
ダンス等を前倒しして実
施し、就職することの意
義について早期より考え
させる機会を設定する。 

４ 
地域等との
協働 

① 地域と連
携、協働した
学習環境の確
立及び発展を

① 地域協働 
学習実施支援
員やコンソー
シアムの活用

①「総合的な探究
の時間（未来探
究）」を中心と
した学習におい

① 地域人材や
地域企業と連
携協働し、コ
ンソーシアム

①町役場・地域
企業の方を学校
に招き、インタ
ビュー調査を行

①学校に来てもら
うだけでなく、
生徒自らがアポ
イントを取り、

①コンソーシアムや
地域共同学習実施支
援員と連携した授業
内容により、地域課

①今年度も多くの方に協力していただき、「総
合的な探究」の授業を行うことができた。
「山北町への報告会」でも、生徒が自身の言
葉で考えを述べることができた。今後は、発

①前述したように、今後は
実際に行動した上での考
察を増やしていく。 

 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 
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図る。 
 
② 地域貢献に 

資する人材を
育成する。 

による学習の
充実を図る。 

 
 
 
② 学校行事
や地域行事、
各教科等にお
ける地域と協
働した学習を
推進する。 

て、地域人材や
地域企業との協
働学習を展開す
る。 

 
② 地域と学校 
の交流を積極的
に行う。また、
発表活動などを
通して、他校種
における生徒、
児童及び教員と
の交流を推進す
る。 

の活用を 10
回以上行えた
か。 

 
 
②行事や教科等
において、地
域と学校間の
人材交流が推
進されたか。 

 

った。 
 
 
 
 
②地域へのフィ
ールドワークに
行く際、事前学
習として、地域
の有識者に講演
を開いてもらっ
た。 

実際に現地での
調査につながる
ようにしてい
く。 

 
②今後も、地域の
方、企業の方と
連携し、実際の
現場での話を聞
いたり、体験し
たりしていく。 

題を自分事と捉え、
具体的な対応策を考
案することができ
た。 

 
②山北町へのフィー
ルドワークによ
り、地域課題を実
際に体験すること
ができた。生徒た
ちのプレゼンテー
ション力や探究活
動への意欲の高ま
りも評価できた。 

表することだけでなく、実際に行動してみた
上での発表ができるようにしていく。 

 
 
 
②３年生による「山北町への報告会」の他に、

１・２年生合同での校内発表会を行うことが
できた。その際、協力団体・企業からも多く
の方が来場し、参観していただくことができ
た。 

 
 
 
 
 
②発表会の際に様々な意見

をいただいた。その意見
を踏まえ、より深く探究
活動ができるようにして
いく。 

５ 
学校管理 
学校運営 

① 教員のワー
クライフバラ
ンスを推進す
るために、教
員の働き方改
革を推進す
る。 

 
② 社会の変化
や、教育の進
化に対応する
ための教職員
のシステムマ
ネージメント
能力の向上を
目指す。 

① 職務内容 
の見直しを図
るとともに、
自発的なワー
クライフバラ
ンスの推進を
図り、働き方
改革を促す。 

 
② ICT 活用 

の定着を図
る。 

 

① 既存の委員会 
を活用した小委
員会を作り、働
き方について検
討する。 

 
 
 
 
② 出張や年休の 
システムのマニ
ュアルの改善を
図る。 

① 新たな働き
方改革案を
講じること
ができた
か。 

 
 
 
 
② 可視化され

た分かりや
すいマニュ
アルができ
たか。 

①企画会議の中
で、業務改善
できることが
ないかを図
り、検討する
ことができ
た。 

 
②既存のものを
利用し、シス
テム入力を省
ける流れを作
ったが、マニ
ュアルまでは
作成できなか
った。 

①今年度は、宿泊
オリエンテーシ
ョンについて業
務改善を図った
が、それ以外で
も改善を検討し
ていきたい。 

 
②次年度の課題と
し、検討してい
きたい。 

①業務改善を図るこ
とができた。今後
も働き方改革の推
進のため、継続し
て業務改善を図っ
てほしい。職員の
意見を取り入れな
がら、具体的な改
善案を提案し、実
践してほしい。 

 
②継続してＩＣＴの

活用の推進を図
り、社会の変化や
教育の変化に対応
してほしい。 

   ①働き方改革を推進するために、業務改善でき
ることを職員全体の意見を聞き取りながら、
検討することができた。その結果、宿泊オリ
エンテーションを宿泊を伴わずに実施するこ
とになった。振り返りを行い検証し、より良
い実施方法を検討する必要がある。 

②ICT の利活用について、職員の負担にならな
いよう、他校での実践例などを情報収集
し、無理なく活用できる方法を検討してい
く。 

①業務改善により変更した
点について、振返りと検
証を行う。また、業務改
善の検討を継続してい
く。 

 
②研修などの機会を利用し

て、他校での ICT 利活
用の実践例の情報収集を
図る。 

 

 


